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イベント情報

パープルホールイベント・講座情報
問合先　パープルホール事務室（藤井寺市地域サービス公社）　☎939・7020（9時～17時）

第四回がらくた落語会　
イオン寄席

日時　2月4日（日）13時30分～15時
30分（開場13時20分）

定員　80人(先着順)
場所　イオン藤井寺ショッピングセン

ター　2階イオンホール
出演　ふじいでら素人噺の会「我楽多

亭」

うたごえ倶楽部

曲の解説を交えつつ、アコーディオ
ンやピアノの伴奏で懐かしの歌声喫
茶気分を味わいませんか。
日時　2月6日、3月5日、4月2日、5月

7日(全て火曜日) 10時～11時30分
場所　2階小ホール
費用　1回につき500円（当日集金）
定員　各日80人（先着順）

トールペイント教室

エプロンにペイントします。手ぶらで
受講でき初心者の方も大歓迎です。
日時　3月27日（水）　13時30分～
　　　（120分程度）
費用　1,900円（前納）　
定員　先着10人

講座情報

はじめての絵手紙教室

「ヘタでいいヘタがいい」がモットー
の絵手紙教室 。貸出道具あります。
初心者の方も大歓迎です。
日時　3月8日（金） 10時～11時30分
費用　1,000円（前納）
定員　先着14人（2人追加募集）

申込方法　2月1日（木）の9時から
15日（木）までにパープルホール
事務室窓口で。

※うたごえ倶楽部は開講日に受付。
※定員に満たない場合は、開講し

ない場合があります。

お
互
い
を
知
っ
て
理
解
す
る

知
ろ
う
学
ぼ
う
人
権

近
年
国
際
化
が
進
み
、
労
働
者
や

留
学
生
な
ど
、
私
た
ち
と
一
緒
に
生

活
す
る
外
国
人
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
大
阪
府
で
は
、
令
和
4
年
12
月

末
時
点
で
、
1
7
5
の
国
や
地
域
の

約
27
万
2
0
0
0
人
の
外
国
人
が

暮
ら
し
て
お
り
、
こ
れ
は
大
阪
府
の

人
口
8
7
8
万
人
の
約
3
％
に
あ
た

り
ま
す
。

内
閣
府
に
よ
る
令
和
4
年
8
月
実

施
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
外
国
人

に
関
す
る
人
権
問
題
と
い
う
項
目
で

「
不
当
な
扱
い
や
差
別
が
あ
る
」と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
約
6
割
で
あ
る

と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
外

国
人
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
を
理
由
に

ア
パ
ー
ト
な
ど
へ
の
入
居
を
拒
否
さ

れ
る
こ
と
や
、
不
当
な
賃
金
や
労
働

時
間
で
就
労
さ
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
地
域
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
騒
音
、
ゴ

ミ
出
し
と
い
っ
た
隣
人
ト
ラ
ブ
ル
も

問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

問
題
は
挨
拶
の
仕
方
や
ゴ
ミ
分
別
方

法
な
ど
と
い
っ
た
違
い
が
背
景
に
あ

り
、
お
互
い
の
文
化
や
生
活
習
慣
へ

の
理
解
が
不
十
分
な
こ
と
で
生
ま
れ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

国
籍
や
民
族
が
違
っ
て
も
お
互
い
に

文
化
や
価
値
観
を
認
め
合
い
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重
す
る
多
文
化

共
生
の
意
識
を
私
た
ち
が
理
解
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
同
じ

地
域
で
様
々
な
人
と
共
に
暮
ら
し
て

い
く
中
で
、
す
べ
て
の
人
が
一
人
の

人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
お
互
い
に

助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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。
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任
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日
常
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悩
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つ

い
て
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談
を
お
受
け
し
ま
す
。
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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シ
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允
恭
天
皇
陵（
市
野
山
）古
墳
の
周
辺
に
あ

る
陪
冢
は
、
唐
櫃
山
古
墳
の
ほ
か
に
も
赤
子

塚
古
墳
、
長
持
山
古
墳
、
宮
の
南
塚
古
墳
、

衣い
ぬ
い
づ
か
縫
塚
古
墳
、
兎
塚
古
墳
、
兎
塚
２
号
墳
、

潮ち
ょ
う
お
ん
じ
き
た

音
寺
北
古
墳
、
長
屋
１
・
２
号
墳
な
ど
数

多
く
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
の
大
半
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
、

205

唐
櫃
山
古
墳
を
語
る
う
え
で
、
欠
か
せ
な

い
要
素
を
前
回
３
つ
あ
げ
ま
し
た
が
、
今
回

は
そ
の
う
ち
、「
陪ば

い
ち
ょ
う冢
」と「
帆
立
貝
形
前
方
後

円
墳
」に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
き
ま

す
。ま

ず
、「
陪
冢
」に
つ
い
て
で
す
。
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
簡
単
に
説
明
す
る
と

巨
大
な
前
方
後
円
墳
と
い
う
主
墳

の
周
辺
に
付
き
従
う
よ
う
に
造
ら

れ
た
古
墳
の
こ
と
で
す（
厳
密
に

言
え
ば
、
大
き
な
古
墳
の
堤
に
取

り
付
く
よ
う
に
造
ら
れ
た
古
墳
、

も
し
く
は
古
墳
の
主
軸
に
沿
っ
て

造
ら
れ
た
古
墳
の
こ
と
を
指
し
ま

す
が
、
例
外
も
多
い
で
す
）。
主

墳
の
被ひ

そ
う
し
ゃ
葬
者
の
近
し
い
関
係
の
人

物
の
墓
、
も
し
く
は
副
葬
品
だ
け

を
納
め
る
塚（
土
を
小
高
く
盛
り

上
げ
た
丘
）と
し
て
の
2
つ
の
機

能
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
で
は
唐
櫃
山
古
墳
の
ほ
か
に
、
宮
の
南

塚
古
墳
と
衣
縫
塚
古
墳
の
3
つ
が
残
る
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
つ
目
は
、「
帆
立
貝
形
前
方
後
円
墳
」に

つ
い
て
で
す
。
後
円
部
と
前
方
部
の
比
率
に

よ
っ
て
名
称
が
変
わ
り
、
前
方
部
が
短
い
も
の

を
帆
立
貝
形
前
方
後
円
墳
、
さ
ら
に
前
方
部

が
短
い
も
の
を
造つ

く
り
だ出
し
付
円
墳
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

古
墳
の
形
は
、
中
央
政
権
と
の
関
係
性
、

地
位
の
高
さ
で
決
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
前
方
後
円
と
い
う
形
が
中
央
政
権

と
の
関
係
性
が
深
く
、
一
番
地
位
の
高
い
も

の
で
、
帆
立
貝
形
前
方
後
円
墳
が
続
く
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

古
墳
の
形
か
ら
允
恭
天
皇
陵（
市
野
山
）古

墳
の
陪
冢
を
み

る
と
、
前
方
後

円
墳（
も
し
く
は

帆
立
貝
形
前
方

後
円
墳
）は
唐
櫃

山
古
墳
の
み
、

そ
の
ほ
か
は
造

出
し
付
円
墳
や

円
墳
、
方
墳
で

す
。
こ
の
た
め
、

陪
冢
の
な
か
で

唐櫃山古墳の発掘調査から
②陪冢と古墳の形

も
唐
櫃
山
古
墳
が
突
出
し
た
存
在
で
あ
り
、

允
恭
天
皇
陵（
市
野
山
）古
墳
の
被
葬
者
と
よ

り
近
し
い
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
今
回
は
古
墳
の
形
か
ら
、
陪
冢
の
な
か

で
唐
櫃
山
古
墳
の
地
位
が
高
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
が
、
次
回
は
石
棺
と
い
っ
た
埋
葬

施
設
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
の
か
、

見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課
　
泉
　
眞
奈
）

▶
古
墳
の
形

▶
允
恭
天
皇
陵（
市
野
山
）古
墳
と
そ
の
周
辺

允恭天皇陵

潮音寺北

兎塚２号

兎塚

 衣縫塚

宮の南塚
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